
資料１

大石田方式（受入れ団体別）

●全団体共通

①受入れ可能かどうか（受入れ時期も含め）

②指導者の配置は可能か（今いる人で指導可能か）

③謝金の金額設定（兼職教員やこれまでボランティアで指導していた人も有償での雇用と

なる。町 1/3 負担の補助金あり）

④会費（団費）の金額設定（町 1/3 負担の補助金あり）

⑤活動場所

⑥活動日（土日のどちらか。午前、午後、夕方、夜間）

⑦事務局機能を誰が担うか（会員（団員）の管理、出欠確認、指導者との調整、会計、保

護者会との調整。町 1/3 負担の補助金あり）

（１）大石田スポーツクラブ

・クラブ事務局となっているが、実質教育文化課職員が事務局となるため職員の増が

必要（統括コーディネーター？）。

・大会等へは部活動指導員が引率すれば学校単位で参加可能。

・会員となってもらうことでクラブの他教室への誘導も期待できる。

① 教室を新設すれば全種目受入れ可能

② 新設した教室に合わせて指導者を探す必要あり

③ 今後調整

④ 今後調整（回数券 or 中学生向けに定額コース新設する、など）

⑤
中学校体育館・小学校体育館・訓練校・虹のプラザ・

中学校グラウンド・小学校グラウンド・下河原グラウンド

⑥ 今後調整（平日も可能）

⑦ クラブ事務局



（２）スポーツ少年団

・大会等にはこれまで通り学校単位で出場可能

・町外のスポ少を希望する生徒が出てくる可能性

（３）保護者会

・保護者の負担が大きく、反発も大きいと思われる。

・移行にあたって生徒側の違和感は一番少ない。

・事務負担を教員に押しつけられないよう注意が必要。

① 野球、剣道、柔道（陸上？）

② 町内に指導者あり

③ 今後調整（これまで無償だった指導者をどうするか）

④ 今後調整（人数が少ないと高額になる可能性）

⑤
中学校体育館・小学校体育館・訓練校・虹のプラザ・

中学校グラウンド・小学校グラウンド・下河原グラウンド

⑥ 今後調整（一部は平日も可能）

⑦ 各スポ少事務局になるが、可能か未知数

① 保護者会がある部活動（保護者会の協力得られるか未知数）

②
外部指導者はそのまま配置可能。教員が指導していた場合は兼職

の同意必要

③ 今後調整

④ 今後調整（人数が少ないと高額になる可能性）

⑤
中学校体育館・小学校体育館・訓練校・虹のプラザ・

中学校グラウンド・小学校グラウンド・下河原グラウンド

⑥ 今後調整

⑦ 保護者会



（４）民間

・書道を除き、町内に受入れ団体がないと思われる。

・大会等への参加は可能か不明。

・専門の指導者がおり、最も実力の向上が期待できる。

・金銭的負担が最も大きい（補助金が使用できない）

・活動場所が町外となるため、送迎の負担が大きい。

（５）合同部活動

・大会へはクラブチームとして参加するか、部活動指導員が引率して学校単位で参加

可能。

・平日部活動と方針が大きく違う可能性がある。

・活動場所が町外となるため、送迎の負担が大きい。

・他市町の子どもと交流でき、また参加人数も増えるため競争力が培われる。

① 調査が必要（町が紹介や仲介する？）

② 受入れ先で配置済み

③ 受入れ先による

④ 受入れ先による

⑤ 受入れ先による

⑥ 受入れ先による

⑦ 各保護者で対応。大会等どうなるかは調整必要

① 調査が必要（バレーボール（徳内ふれあいスポーツクラブ）等）

② 受入れ先で配置済み

③ 受入れ先による

④ 受入れ先による

⑤ 受入れ先による

⑥ 受入れ先による

⑦
今後調整（大石田町の生徒に関しては大石田町で事務担当などに

なる可能性）


